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調査結果の概要とポイント 

１ 調査結果の概要 

 

（１）調査の目的 
 

本調査は、平成 32（2020）年度から平成 36（2024）年度までを計画期間とする「第２

期子ども・子育て支援事業計画」策定の基礎資料とするため、市民の子育てニーズや考え方、確

保を図るべき教育・保育・子育て支援の量の見込みに資することを目的として実施したものです。 

 

（２）調査の種類と実施方法 

本調査においては、対象者別に次の２種類のアンケート調査を実施しました。 

調査の種類 調査の対象（母集団） 実施方法 

就学前児童 

保護者 

市内の就学前児童（0歳児～5歳児）の 

保護者 

◇無作為抽出 1,000人 

◇郵送による配布・回収 

小学生 

保護者 

市内の就学児童（小学 1年生～6年生）の 

保護者 

◇無作為抽出 1,000人 

◇郵送による配布・回収 

【調 査 期 間】平成 31年 2月１日～２月 21日（２月 26日回収分まで受付） 

 

（３）回収状況 

 

調査票の配布と回収の状況は次のとおりです。 

 配布数 回収数 回収率 

就学前児童保護者 1,000件 614件 61.4％ 

小学生保護者 1,000件 533件 53.3％ 
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２ 調査結果のポイント 

  

【表の見方】 

●表の上の（ＳＡ）とは単数回答、（ＭＡ）とは複数回答、（ＮＡ）とは数量回答を意味します。 

●表中の「サンプル数」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）を

表しています。 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合が

あります。 

●表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、又は回答の判別が困難なも

のです。 

 

（１）宛名お子さんの年齢（学年基準） 
 

●宛名お子さんの年齢については、就学前では「０歳児」が 21.5%、「１歳児」～「５歳児（年長）」

で 10％台となっています。小学生では、いずれの学年も 10％台となっています。 

＜就学前＞ 

 

＜小学生＞ 
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（２）調査票の回答者 

●調査票の回答者については、「母親」が就学前で 90.2％、小学生で 85.9％となっています。 

 

＜就学前＞ 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

（３）回答者の配偶関係の有無 

●回答者の配偶関係の有無についてみると、「配偶者がいる」が就学前で 94.5％、小学生で 90.1％

となっています。「配偶者はいない」はともに 10％未満となっています。 

 

＜就学前＞ 

 

＜小学生＞ 
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（４）同居・近居（同一校区内に居住）の状況 

●同居・近居（同一校区内に居住）の状況については、「親と同居」が就学前で 38.9％、小学生で

38.8％と最も高く、次いで、「親・祖父母と同居」が就学前で 32.7％、小学生で 38.1％となって

います。 

前回調査と比較すると、小学生で「親と同居」が 7.3ポイント低下しています。 
 

＜就学前＞ 

 

＜小学生＞ 

 
 

（５）気軽に相談できる人、場所の有無 

●気軽に相談できる人、場所の有無については、気軽に相談できる人、場所が「いる／ある」が就学

前で 95.4％、小学生で 90.2％と最も高くなっています。また、就学前、小学生ともに、わずか

ながら、「いない／ない」との回答がみられます。 
 

＜就学前＞ 

 
 

＜小学生＞ 
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（６）子育てに不安や悩みはあるか、その内容 

●不安や悩みについては、就学前では、子育てに不安や悩みが「ある」が 14.3%となっています。

前回調査と比較すると、「多少ある」が 11.5ポイント減少し、「ない」が 9.3 ポイント増加してい

ます。 

不安や悩みの内容については、就学前では、「子どもの教育に関すること」が 38.7％で最も高く、

次いで「病気や発育・発達に関すること」が 37.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「子どもの教育に関すること」が 8.5ポイント増加しています。 
 

＜就学前＞ 
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●不安や悩みについては、小学生では、子育てに不安や悩みが「ある」が 20.5%となっています。

前回調査と比較すると、「多少ある」が 19.8ポイント減少し、「ない」が 14.6ポイント増加して

います。 

不安や悩みの内容については、「子どもの教育に関すること」が 45.8％で最も高く、次いで「子ど

もの友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること」が 43.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「病気や発育・発達に関すること」が 8.1ポイント、「子どもの教育に関

すること」が 7.9ポイント増加しています。 

 

＜小学生＞ 
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（７）母親の現在の就労状況、１年以内の希望 

●母親の現在の就労状況については、就学前で「フルタイム」が 43.0％、次いで「パートタイム」

が 36.5％となっています。 

母親の１年以内の就労希望については、「パートタイム」が 42.5%と、【現在】よりも高く、「就労

していない」が 9.1％と、【現在】よりも低くなっています。これらのことから、【現在】で就労し

ていない方は主に今後「パートタイム」での就労を希望していると考えられます。 

●母親の現在の就労状況については、小学生で「フルタイム」が 49.7％、次いで「パートタイム」

が 40.0％となっています。 

母親の１年以内の就労希望については就学前と比べ、【現在】と大きな差はありません。 

 
 

＜就学前＞ 

 

 

※父親については、現在、希望ともに「フルタイム」が９割半ば。 
 

＜小学生＞ 

 

 

※父親については、現在、希望ともに「フルタイム」が９割程度。 
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（８）育児休業の取得状況（就学前児童のみ） 

●育児休業の取得状況については、母親で「取得した（取得中である）」が 58.0％、「取得していな

い」が 8.5％となっています。父親では、「取得していない」が 85.5％、「取得した（取得中であ

る）」は 3.7％となっています。 

前回調査と比較すると、母親の「取得した（取得中である）」が 11.5ポイント増加し、「働いて

いなかった」が 9.3ポイント減少しています。 
 

＜就学前＞ 

 

 

 

（９）育児休業を取得していない理由（就学前児童のみ） 

●育児休業を取得していない理由については、母親で「子育てや家事に専念するため退職した」が

44.2%が最も高く、父親で「配偶者が育児休業制度を利用した」が 45.0%となっています。 
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（９）平日利用している教育・保育の事業（就学前のみ） 

●平日利用している教育・保育の事業については、「認可保育園（公立幼保園の保育園部を含む）」が

69.3％と最も高く、次いで「認定こども園」が 17.7％となっています。 
 

 

 
 

（10）利用している教育・保育事業の満足度（就学前のみ） 

●利用している教育・保育事業の満足度については、（１）施設・環境（園舎・園庭・玩具など）、（６）

病気やけがの時の対応、（11）安全対策、（12）衛生対策が『満足（「満足」「やや満足」の計）』

が前回調査と比較すると、14ポイント以上増加しています。 

 

※前回調査から『満足』が特に大きく増加している４項目を抜粋しています。 

 『不満』が前回調査から増加している項目はありませんでした。 
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（11）幼児教育無償化を踏まえ、今後利用したい事業 

●幼児教育無償化を踏まえ、今後利用したい事業については、「認可保育園（公立幼保園の保育園部

を含む）」が 71.8％、「認定こども園」が 29.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「認定こども園」が 13.2ポイント増加しています。 
 

＜就学前＞ 

 

※前回は選択肢「自治体の認証・認定保育施設」（1.7％）がありました。 

※「特になし」は今回のみの選択肢です。 
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（12）今後の出産予定（就学前のみ） 

●今後の出産予定については、「出産を予定している」が 15.1％、「出産の予定はないが、幼児教育

の無償化がされるのであれば、子どもが欲しい」が 10.4％となっています。 

 

※前回調査から『満足』が特に大きく増加している上位３項目を抜粋しています。 

 『不満』が前回調査から増加している項目はありませんでした。 
 

＜就学前＞ 

 
 
 

（13）今後出産を予定している方の、お子さんが生まれてからの教育・保育事業の利用希望 

●今後出産を予定している方の、お子さんが生まれてからの教育・保育事業の利用希望については、

「保育園（公立幼保園の保育園部を含む）」が 73.2％、次いで、「認定こども園」が 14.6％とな

っています。 
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（14）年齢（学年が０～２歳）、または、今後出産の予定のある方 

０～２歳児の幼児教育無償化が全世帯に拡大された場合、利用したい事業 

●０～２歳児の幼児教育無償化が全世帯に拡大された場合、利用したい事業については、「認可保育

園（公立幼保園の保育園部を含む）」が 42.8％、次いで、「認定こども園」が 23.1％となってい

ます。 

 

 

 

（15）小学校での放課後の過ごし方の希望（就学前のみ） 

●小学校での放課後の過ごし方の希望については、小学校低学年で「放課後児童クラブ（学童保育）」

が 60.2％、次いで、「自宅」が 37.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「放課後児童クラブ（学童保育）」が 14ポイント増加し、「自宅」が 10.6

ポイント低下しています。 

 

＜就学前（現在５歳以上の方のみ）＞ 
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●小学校での放課後の過ごし方の希望については、小学校高学年で「自宅」が 50.5％、次いで、「習

い事」が 35.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「放課後児童クラブ（学童保育）」が 9.7ポイント増加しています。 

 

 

 

（16）小学校での放課後の過ごし方の現在と希望（小学生のみ） 

●小学校での放課後の過ごし方の希望については、＜小学生／現在＞で「自宅」が 76.5％、次いで、

「習い事」が 41.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「放課後児童クラブ（学童保育）」が 9.7ポイント増加しています。 
 

＜小学生／現在＞ 
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●小学校での放課後の過ごし方の希望については、＜小学生／希望＞で「自宅」が 69.8％、次いで、

「習い事」が 38.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「スポーツ少年団」が 7.8ポイント低下しています。 

 

＜小学生／希望＞ 

 

 

 

（17）放課後児童クラブ（学童保育）の利用時間の希望 

●放課後児童クラブ（学童保育）の利用時間の希望については、就学前、小学生ともに「下校時から

18時まで」が 50％以上と最も高くなっています。 

 

＜就学前（現在５歳以上の方のみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

※低学年の「その他」では、18時台で７件、19時台で３件、20時以降で１件の回答がありました。 

※高学年の「その他」では、18時台で３件、19時台で３件、20時以降で１件の回答がありました。 

＜小学生＞ 

 

※「その他」では、18時台で４件、19時台で６件の回答がありました。 
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（18）放課後児童クラブ（学童保育）の満足度（小学生のみ） 

●放課後児童クラブ（学童保育）の満足度については、（２）職員等の配置状況（人員体制）、（３）

子どもへの接し方、（６）保護者への情報伝達で『満足』が 17.8 ポイント以上増加しています。

また、（８）保護者の要望・意見への対応は、『不満』が 5.1ポイントとわずかに増加しています。 
 

※前回調査と比較して、特に満足度が上がっている項目を抜粋しています。 

 

 

 

 

※前回調査と比較して、わずかに不満が上がっている項目を抜粋しています。 
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（19）子どもの健全育成や非行防止のために、どのようなことに力をいれるべきか。 

   （小学生のみ） 

●子どもの健全育成や非行防止のために、どのようなことに力をいれるべきかについては、「家庭で

のしつけやこころの教育を充実する」が 86.9％と最も高く、次いで、「学校での生徒指導や教育を

強化する」が 51.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「学校や地域、行政、警察などが連携し、指導体制を充実する」が 5.1

ポイントとわずかに増加しています。 

 

 

（20）子どもの安全を守るために、特に重要と思われること（小学生のみ） 

●子どもの安全を守るために、特に重要と思われることについては、「地域ぐるみのパトロールなど

子どもを犯罪から守るための取り組み」が 51.6％と最も高く、次いで、「通学路や子どもの遊び場

の安全対策」が 47.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「歩行者や自転車のための交通安全施設（ガードレール･歩道）の整備」

が 12.8 ポイント低下し、「犯罪にあいそうになった時の対応についての教育」が 8.7 ポイント増

加しています。 
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（21）将来、お子さんにどのような人に育ってほしいと思うか 

●将来、お子さんにどのような人に育ってほしいと思うかについては、「公共心や社会常識、マナー

を身につけた人」が就学前で 78.2％、小学生で 74.7％と最も高く、次いで、「人の意見に耳を傾

け、柔軟に受け入れられる人」が就学前で 74.4％、小学生で 72.0％となっています。 
 

＜就学前＞ 

 

＜小学生＞ 
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（22）これからもお子さんに坂井市で育ってほしいと思うか 

●これからもお子さんに坂井市で育ってほしいと思うかについては、「そう思う」が就学前で 48.4％、

小学生で 39.8％と最も高くなっています。 

 

＜就学前＞ 

 

 

＜小学生＞ 
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（23）必要だと考える子育て支援施策 

●必要だと考える子育て支援施策については、「不審者や事故などから子どもを守る対策」が就学前

で 87.6％、小学生で 80.1％と最も高く、次いで、「虐待を防止する対策」が就学前で 82.7％、

小学生で 75.6％となっています。 
 

＜就学前＞ 

 

 

 

 

  

子育て支援策 
必要 

である 

やや必要 

である 

あまり 

必要でない 

必要 

でない 

わから 

ない 

不明・ 

無回答 

（１）多様な保育サービスや幼児教育の充実 64.8 27.5 2.8 0.2 2.9 1.8 

（２）保育料の軽減 64.0 25.1 7.0 1.1 1.6 1.1 

（３）出産奨励金などの経済的支援策 64.5 23.6 8.1 0.2 2.1 1.5 

（４）多子家庭への経済的支援策 65.5 24.4 6.0 0.5 2.3 1.3 

（５）相談窓口の充実 40.9 40.1 12.5 0.7 3.9 2.0 

（６）地域ぐるみで子育てを支える仕組みづくり 46.6 36.3 10.4 1.1 4.1 1.5 

（７）乳幼児健康診査や母子保健事業の充実 55.7 30.9 8.0 0.3 3.4 1.6 

（８）男女がともに子育てや家事を担う意識の啓発 58.0 25.4 11.7 1.0 2.6 1.3 

（９）ひとり親家庭への支援 60.4 28.0 4.7 0.7 4.6 1.6 

（10）障がいのある子どもを持つ家庭への支援 74.9 18.9 1.8 0.0 2.9 1.5 

（11）虐待を防止する対策 82.7 13.2 1.1 0.0 1.5 1.5 

（12）不審者や事故などから子どもを守る対策 87.6 10.3 0.5 0.0 0.3 1.3 

（13）会社など職場の理解促進 74.9 18.9 3.3 0.2 1.5 1.3 

（14）雨天時の遊び場の整備 70.0 20.2 5.9 1.5 1.3 1.1 
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＜小学生＞ 
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宛名のお子さん本人が回答 

（24）子ども自身の放課後に過ごしたい場所（小学生のみ） 

●子ども自身の放課後に過ごしたい場所については、「自分の家」が 53.8％と最も高く、次いで「友

だちとくつろいだり、のんびりしたりできる場所」が 37.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「友だちの家」が 7.7ポイント低下しています。 
 

 

 

宛名のお子さん本人が回答 

（24）子ども自身の休日に過ごしたい場所（小学生のみ） 

●子ども自身の休日に過ごしたい場所については、「自分の家」が 56.3％と最も高く、次いで「自由

に遊べる広場」が 32.8％となっています。 

 

 

 


